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 解体工事、建設工事の期間中、騒音や振動が発生するため、鍋横区民活動センター分室（高齢者集会室）1階を 8：30から 17：00迄一時的な退避場所としています 

中学生がスタッフとして頑張りました！ 

1997年から始まり、25回目となったわくわく大作戦、今年は中野本郷小学校が

建て替え工事のため、第二中学校での開催となりました。そして、中学生が宿泊も

伴うスタッフとして子どもたちのダンボールハウス作りをサポートしたり、夜のお楽し

み「わくわくタイム」の企画から準備、運営まで頑張りました。中学生企画の怖～い

お化け屋敷と縁日は子どもたちに大好評。講師の北見靖直さん、第二中学校の曽

我校長先生が中学生の研修や準備に大いに尽力してくださいました。 

来年は今年参加した小学校6年生がスタッフとなり、繋がりながら地域で活躍して

くれることを願います。 
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地域ニュース 
 

鍋横かわら版 
真夏のサバイバル 2024．7/20（土）～21（日） 

わくわく大作戦 

運営委員会地域安全部会を中心に、中野区の防災担当の方の指導で災害時に使う

「布間仕切り」を作成しました。コツを覚えれば簡単にできます。 

会場：中野区立第二中学校体育館 

主催：鍋横地区町会連合会 

令和 6年度「東京都地域の底力発展事業」対象事業 

幼児・小学生：55名、中高：44名、大人：137名 

本郷小のわくわく委員さん

たち、ダンボールベッドを作

って快適！夜中にベッドか

ら落ちた人もいたとか・・・ 

大人は布間仕切りを組み立てました！ 

災害時に使う「布間仕切り」は避難

所となる第二中学校に 10 セット配

備されています。 

今年の炊き出しは 

西町町会。防災鍋で作った 

けんちん汁を流水麺にかけた 

けんちんうどんです。猛暑の中、 

ありがとうございました！ 

自分たちで持ち寄った 

ダンボールでダンボールハウスを 

作るのはワクワク楽しい！ 

今年は中学生がサポートして 

くれたので、スムーズに 

できました。 

 

二中第二校庭で 

 小学生も中学生 

も北ちゃんのリードで 

思い切り頭と身体を 

動かして！ 

今年は例年になく、 

夜も静かに寝ました。 

体育館は冷房で少し寒かったよう

です。翌朝は朝 5時半起床で 

ダンボールをみんなで片づけ。 
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